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夏が終わりました。ポロト沼の湿原もう緑ではありません。太陽の光が斜めからさすようになり、

夜になるのが早くなりました。海霧が消え、湿原の奥から放射霧がゆっくりと広がっていきます。

植物は元気がなくなり、最後の蚊が力なくふらふらと近づいてきます。秋です。 

 

 ポロトのタンチョウ  

黄金色の湿原に、タンチョウの白い体が映える季節になりました。緑のころよりも、その存在が

引き立ちます。夏から秋にかけて、ポロト沼のタンチョウに大きな事件はなく、干潮時に沼に現れ、

食事をとり、潮が満ちて潮位が上がると、いつの間にか姿が見えなくなる毎日でした。秋はタンチ

ョウたちも移動の時期、いつまで沼に残るのでしょうか？ 



 秋の花たち 

 

秋は黄色い花と青い花が目につきます。ハンゴンソウは賑やかな花です。丈の高い先端に黄色い

花をたくさん咲かせます。夏から秋にかけて咲く花です。9月には先に咲いた花が茶色く変色して

きました、それがアクセントになってより目立ちます。 

チドリケマンは目立たない花。林の縁にひっそりと咲いています。地味ですが、ケシの仲間独特

の花の形が興味を掻き立てます。チドリケマンは 1mくらいの背丈があります。しかし、茎が細く、

自重を支えることができません。なよなよと他の植物にしだれかかるように生えています。同じ黄

色い花でも、自立して存在感のあるハンゴンソウとは対極にある植物です。 

青い花のエゾリンドウやサワギキョウもよいのですが、トリカブトの青もきれいです。根に猛毒

があることで知られるトリカブトです。葉の色や形がヨモギにとてもよく似ています。間違えて草

餅をつくると大変です。葉にも毒があります。しかし、花は鳥の頭のような面白い形が特徴的で、

間違えることはありません。花にも毒がありますが、虫は花粉や蜜を求めて来ています。 

ナギナタコウジュも咲いています。赤紫の小さな花が、薙刀のように反った花茎の片面にびっし

り咲いています。近づくと濡れた犬のような独特の匂いがします。種はベニヒワの好物です。 



 サケが少ない 

９月はサケの遡上がピークを迎え

る時期です。しかし、今年は沼に帰

るサケの数がとても少ないです。水

面をはねる姿や背びれを出して泳ぐ

姿がほとんど見られません。岸辺に

打ちあがる死体もありません。 

いつもの年のポロト沼には、オジ

ロワシの若鳥が 10羽前後集まって

来ます。でも今年は 2～3羽程度です。

狩りがまだ上手にできない若ワシに

とって、この時期のサケは貴重な食糧になっています。厳しい冬を乗り越えるためには、サケをた

くさん食べて体力をつける必要があります。 

10月の終わりにはオオワシが戻ってきます。オオワシはサケを求めてポロト沼に真っ先にやっ

て来ます。サケの遡上が今の状態で終わってしまったら、オオワシにも影響が出そうです。 

夏の間、海水温が通常より高くなったことで、サケの回帰が遅れています。さらに赤潮が発生し、

多くのサケが死んでいます。ウニにも大変な被害がありました。道東の海で、赤潮が発生すること

は、今までありませんでした。サケの減少に、環境の変化を感じています。海が変り始めています。 

 

 衣替え 

鹿の子模様の夏毛から枯れ草色の冬

毛にすっかり変わったシカの親子が、

案内舎の近くに現れました。今年生ま

れた子どもは、まだ母親に甘えていま

す。秋はシカの繁殖シーズン。立派な

角をはやしたオスジカが、なわばり宣

言の声を響かせる頃です。しかし、こ

の秋はまだこの声がほとんど聞かれま

せん。オスジカの姿も見かけません。

秋が深まると現れるのでしょうか。 



 レギュラーとイレギュラー 

 

秋になると決まって現れる鳥がミサゴです。春と秋の渡りの途中に、ポロト沼で魚を捕まえ、栄

養補給をして目的地に飛んでいきます。数日続けて現れることもあれば、しばらく姿を見かけない

ことも。違う個体が来ているものと思われます。時には２～3羽が同時に沼の上空を舞っているこ

とがありますから。ミサゴを見かけると、ダイナミックな渡りを感じます。 

右のダイサギは 1か月以上もポロト沼に滞在しています。8月 21日に 3羽で現れました。それ

からずっとアオサギに混ざって沼で生活しています。こちらは毎年来るわけではありません。もと

もとサギ類は南方系の鳥です。暖かい場所が本来の住処です。北海道で見られるサギはアオサギく

らいです。このダイサギたちは、ポロト沼が気に入ったようです。 

 

 桃栗 3 年、柿 8 年、ミズナラは・・？ 

十数年前に案内舎の敷地に植

えたミズナラにドングリが実り

ました。まだ緑ですが、これか

ら茶色くなります。三十数本の

苗木を植え、成長したのが半分。

ドングリがたくさん実ったのは

数えるくらいです。ドングリの

多くはネズミやシカの食料にな

ります。その残りから実生が育

ち大きくなればいいな。 


